
□ 院長挨拶・副院長就任・事務長就任
□ 看護部長代行就任・副看護部長就任
□ リハビリテーション科 課長就任
□ 入職式・新入職紹介

看護部だより
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私は脳神経外科医として約
40年間、救急医療に携わって
いましたが、4年前に回復期リ
ハビリテーションの仕事をする
ようになり、小金井リハビリ
テーション病院には2022年1
月1日に五反田リハビリテーション病院から移ってきまし
た。三鷹市の住民ですので、同じ多摩地域にある病院で
仕事ができることに喜びを感じています。今後、地域の
方々のお役に立てるよう努力したいと思っています。
当病院に入院している方の約75％は、私と同様に70歳

を越えています。同世代、先輩の方々とお話をすることは
特に好きですので、コミュニケーションをよくとり、リハビリ
テーションをすすめていきたいと思います。
さて、私は本年4月1日に副院長に就任しました。日々
の診療を今まで以上に大事にするとともに、病院スタッフ
の連携を強化し、チーム力を向上させることに尽力した
いと考えています。病院長をサポートし、『安心・安全な医
療』を提供できる『地域に根差した回復期リハビリテー
ション病院』の維持、発展に取り組んでまいりますので、
よろしくお願い申し上げます。

副院長　田畑 均

院長就任副

この４月１日付で事務長職を
拝命しました。その責任の重大
さを痛感し誠に身の引き締ま
る思いでおります。当院は、今
年創立10周年を迎えます。地
域医療の一翼を担い、地域に必
要とされる病院であり続けるためには、地域医療機関と
の連携を更に強化し、地域医療の発展に真摯に取り組む
必要があります。これまで築き上げてきた地域での信頼
を今後も損なうことのないよう、そしてますます地域で愛
される施設となりますよう切磋琢磨してまいります。
未だ収まらぬコロナ禍で、感染予防対策には最大限の

努力をさせていただいております。特に、長い間、面会制
限とさせていただいており、入院患者様とそのご家族は、
大変ご不便と淋しい思いをされていることと存じますが、
もうしばらくご理解とご協力をお願い申し上げます。
当院の理念である「手には技術　頭には知識　患者様

には愛を」のもと、これからも信頼される病院を目指し、
日々精進に務め、安心・安全な医療を皆様に提供する
ため、誠心誠意努力していく所存です。

事務長　植山 寛

当院は2022年5月7日で開院11年目を迎えます。
この4月までの10年間にお受け入れした患者様は延べ9,855名

となり、在宅復帰率は92.5％と全国平均を大きく上回っています。
これもひとえに皆様方のご厚情の賜物と深く感謝申し上げます。
収束の見通しがつかないコロナ禍が続いており、当院の感染対
策の強化のため、面会の中止等、さまざまな制限の下、患者様やご
家族様にはご不便をおかけしておりますが、患者様の生活の質を
高め、笑顔で退院されるよう、質の高い医療の提供に努めてまい
ります。
地域の病院・施設と連携し、地域医療に貢献してまいりますので、

ご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願いいたします。
院長　金 隆志

院 長 挨 拶
６月から看護部長代行を拝命しました近野です。
私は、小金井リハビリテーション病院のオープニングスタッフからお世話になって

います。開院当初は、各自地図を持って地域のお宅を一軒一軒訪ねて、当院を知って
いただくことから始めたのがとても懐かしく思います。また、同時に１０年が経過し、現
在は地域の中で認知されていると感じ、大変嬉しく思っております。
患者様、ご家族様が安心して入院生活ができるよう、お一人おひとりのニーズに合

わせて努力していきたいと思っております。リハビリテーションで能力を伸ばすこと
は勿論ですが、今後高齢化率も上がることを考えると、今まで以上に退院支援に力を
入れていかなければと思っております。どうぞ今後とも、ご指導の程宜しくお願い
いたします。

看護部　看護部長代行　近野 雅代

護部長代行就任看

令和4年6月1日付で副看護部長として、小金井リハビリテーション病院に転籍をし
ました杉山真一です。私は小金井リハビリテーション病院に開設から3年間勤務し、他
院へ転籍となりました。そして小金井リハビリテーション病院が創立10年となる年
に、またこちらでお世話になることは、非常に光栄なことであり、嬉しく思います。他
グループ病院で培った知識と経験を用いて、小金井リハビリテーション病院が、更に
地域から愛される病院となり、地域医療に貢献できるよう努めてまいります。
また新型コロナウイルス感染症により、入院される方やご家族も不安を抱えて転
院をされると思います。感染状況に柔軟に対応しながら、病院から地域への切れ目な
い継続看護を提供したいと考えております。皆様のご指導、ご鞭撻のほど、よろしく
お願いいたします。

看護部　副看護部長　杉山 真一

看護部長就任副

務長就任事
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令和4年度 入職式

この度、当院は2022年5月7日をもちまして開院10周年を迎えることができました。これもひと
えに地域の皆様方のご支援の賜物であると考えており、心より感謝を申し上げます。
これまでを振り返りますと、最初は病院のチラシ配りから始まり、地域の皆様に認知していただ
けるよう動いていた事を昨日のように感じます。この10年間で皆様から様々な「もの」を頂戴いた
しました。時には叱咤・激励、またある時はたくさんの感謝・笑顔をいただきました。このような
日々を繰り返しながら、今では地域に貢献できているという実感が湧いてきております。
我々リハビリテーション科は、現在198名（理学療法士、作業療法士、言語聴覚士）のセラピスト
が在籍しています。入院された皆様が安心してリハビリを行うことができるよう、一人ひとりが誠意
を持って業務にあたらせていただいております。また、退院後はアフターフォローとして外来リハビ
リ、訪問リハビリを実施しており、今後も地域の皆様に元気をお届けしたいと考えています。
これからも地域に根ざした病院、皆様に貢献できる病院を目指し、「手には技術、頭には知識、
患者様には愛を」を念頭に置いて、より良いリハビリを提供できるようリハビリテーション科一同、
努力して参ります。皆様の引き続いてのご指導、ご鞭撻、ならびにご支援を賜りますよう、よろしく
お願いいたします。

リハビリテーション科　課長　理学療法士　柳原 大助

令和4年度 入職式
当院にて、令和4年度入職式が執り行

われました。今年は、医師1名、リハビリ
テーション科39名、看護部6名の新入
職者を迎えました。
今年度も新型コロナウイルス感染対

策のため、検温、マスクの着用、換気を
行いながらの入職式となりました。当日
はあいにくの雨でしたが、集合写真の
時間には雨が止み、桜の木の下で撮影
をすることができました。
たくさんの新しい仲間と共に、患者様

によりよい医療を提供できるよう、職員
一丸となって精進して参ります。
どうぞよろしくお願いいたします。

総務課　中村 亜砂美

入職員紹介新

４月より５階病棟で勤務させて
いただいております、言語聴覚士
の野崎真里奈と申します。優しく
丁寧に指導して下さる先輩方と、
元気な挨拶で明るい雰囲気のあ
る大勢の同期に囲まれ、楽しく充
実した日々を送っております。ま
だ経験は少なく未熟ですが、毎日
１つひとつ吸収して、患者様に信
頼されるセラピストを目指して頑
張ります。よろしくお願いいたし
ます。

リハビリテーション科
言語聴覚士　野崎 真里奈

４月より３階病棟で勤務させて
頂いております、理学療法士の齊
藤剛史と申します。実習でお世話
になり、尊敬している皆様のもと
で働けること大変嬉しく思いま
す。まだまだ知識、技術共に至ら
ず迷惑をおかけすると思います
が、自分一人でできることを着実
に増やし患者様に感謝される理
学療法士になれるよう日々精進
していきます。ご指導よろしく
お願いいたします。

リハビリテーション科
理学療法士　齊藤 剛史

ホスト界の帝王の名言で、世の
中の男は俺か俺以外とあります
が、私はこの言葉が大好きです。
看護師として患者様のため私
に何ができるのかを考えて実践
し、「あなたが担当看護師でよ
かった」と思ってもらえるような看
護師になることが私の目標です。
２階病棟で働けることが楽しみ
です。

２階病棟
看護師　上原 智哉

ハビリテーション科  課長就任リ
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栄養科コラム

栄養科　管理栄養士　上野 裕衣

食事バランスガイドとは、厚生労働省と農林水産省が決定した望ましい食生活の指針となるツールです。
「何を」「どれだけ」食べたらよいかをコマのイラストを用いて示したもので、食品や食材ではなく料理で表し
ているところが特徴です。実際に食事バランスガイドを活用して、日々の食事を見直してみましょう。

3月 行事食 ひな祭り

★ちらし寿司
★沢煮椀
★筍の土佐煮
★桜餅

令和4年5月14日に第1回関東ＫＧ事務部ＴＱＭ発表大会
が開催されました。
ＺＯＯＭによるオンライン形式で、全18病院、合計154名、
当院からは総務課と医事課で16名が参加しました。
私は「外来会計業務における入力ミス削減について」とい

うテーマで、診療報酬改定により、医事課の外来会計業務時
に発生しやすくなった入力ミスを削減するための取り組みと
成果について発表をさせて頂きました。
慣れないオンライン発表という事で、事前にＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔ

のスライドに初めて音声入力する等の苦労もありましたが、
18病院中、第3位という評価を頂くことができました。
これも、医事課をはじめ当院の皆さんのご協力の賜物と思
い感謝しております。
今回の活動を通し、業務改善の重要性と意識向上による

効果を実感することができました。
この経験を今後の業務に役立てていきたいと思います。

医事課　寺嶋 香織

【令和4年5月14日（土）】
第1回 関東KG事務部TQM発表大会

今回の避難訓練は、消防署へ通報をする手順と消火栓の
使い方について、小金井消防署の方に指導をしていただきま
した。
建物内の火災は、火災感知器が反応すれば機械が自動的

に通報する仕組みになっていますが、屋外駐車場や屋上な
ど、火を感知する機械がない場所での火災は、手動で通報し
なければいけません。慌てずに通報できるように、丁寧に教
えていただきました。その後、消火栓のある6Fへ移動して、
消火訓練を行いました。ホースから勢いよく水が出るためビ
ックリしましたが貴重な体験ができました。
小金井消防署の方や防災設備業者の方のご協力があり、

無事に訓練を終えることができました。今後も訓練を重ね、
いざという時に活かせるように備えておきたいと思っており
ます。

総務課　井上 俊介

前期避難訓練 【令和4年5月20日（金）】

3月3日はひな祭りにちなみ、ちらし寿
司、桜餅、旬の筍を提供いたしました。
春を感じるメニューとなりました。

4月 行事食 春の味わいご膳

★菜飯
★天ぷら盛り合わせ
★菜の花のお浸し
★すまし汁

★春の桜ゼリー

4月の行事食は「春の味わいご膳」とし
旬の食材を使用した天ぷら、春をイメージ
したゼリー、菜の花など提供いたしました。

5月 行事食 こどもの日

★オムライスプレート
　(ハンバーグ･ジャーマンポテト)
★コンソメスープ
★プリン

5月の行事食はこどもの日にちなみ、大
人も楽しめるランチプレートといたしました。

菓子・嗜好飲料はヒモ
で表現

「コマ」をイメージ
として描くことで、
食事バランスが悪
くなると倒れてしま
うことを表現

運動することによって
「コマ」が安定して回転
することを表現

水分を「コマ」の軸
とし、食事の中で
欠かせない存在で
あることを強調

看護部　看護補助者　樋口 雅樹

看護部だより
黄砂とＰＭ2.5

黄砂とは中国内陸部の砂漠の砂のことです。ＰＭ２．５は大気中に浮遊する2.5マイ
クロメートル以下の微粒子です。この砂や微粒子が中国から日本の方に吹く偏西風
に乗って２月から５月に運ばれてきます。日本にやってくるまでに中国の工業地帯を通
過するなどして大気汚染物質ＰＭ２．５や細菌・真菌など様々なものが付着します。

春は黄砂もＰＭ2.5も多い季節春は黄砂もＰＭ2.5も多い季節

黄砂とＰＭ２．５が多くなる時期はスギ花粉・ヒノキ花粉の飛散する時期と一致するので
花粉症状が悪化してしまいます。鼻汁やくしゃみ、目のかゆみなどの花粉症状が悪化するこ
とに加えて、のどの強い痛みや咳がでます。

花粉症を悪化させます花粉症を悪化させます

黄砂の粒子は花粉に比べると随分小さく、ＰＭ２．５は更に小さいため、末梢の気管や肺に
簡単に到達してしまいます。

花粉症を悪化させる以外にリスクの高い様々な病気になることも花粉症を悪化させる以外にリスクの高い様々な病気になることも

とにもかくにも体に取り込まないことが大切です。花粉症と同じ対策でほとんどが済ん
でしまいます。

対策は対策は

こもれび こもれびKoganei
Rehabilitation Hospital

Koganei
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小金井リハビリテーション病院  医療連携室 TEL 042-316-3100／FAX 042-316-3222

■ 相談窓口 ／ 1F受付
■ 受付時間 ／ 9：00～16：30（月曜日～金曜日） 9：00～12：00（土曜日）

〒184-0013 東京都小金井市前原町1丁目3番2号
TEL 042-316-3561／FAX 042-316-3562

小金井リハビリテーション病院 検索

info@koganei-rh.nethttp://www.koganei-rh.net/

多磨霊園

府中運転免許
試験場前原一丁目前原交番前

前原坂下

前原坂上

134

247

14

15

武蔵野公園

小金井リハビリテーション病院

デニーズ
●

武蔵小金井駅 東小金井駅

西
武
多
摩
川
線

JR中央本線

新小金井駅

医療連携室は現在、看護師3名、社会福祉士の資格を持つ医療ソーシャルワーカー8名、事務1名が在籍し、
患者様と地域との懸け橋となる病院を目指しております。
　患者様やご家族様が安心して入院生活が送れるよう、入退院に関わるご相談をお伺いし、必要に応じて介護
保険制度や障害福祉制度等の福祉サービスや施設を含めた社会資源
の情報提供を行い、地域の様々な機関と連携を取りながら日々業務を
行っております。
　ご不明な点がございましたら、いつでもお気軽にご相談ください。

医療連携室から

小金井リハビリテーション病院 アクセスマップちょっと一息

春眠暁を覚えず
「春眠暁を覚えず」は漢詩「春暁(しゅんぎょう)」の一
節で、春の暖かく気持ちの良い朝を表す言葉です。この
一節はとても有名ですが、実際にはこれに「処処啼鳥を
聞く　夜来風雨の声　花落ちること知る多少」と続き、
のどかな朝の風景が描かれています。
春は入職や異動など環境の変化が激しく疲れが溜ま

りやすい季節です。とりわけ今年は寒暖差が大きいの
で、さらに疲れや
すい環境ですね。
あえて眠たいこ
の時期に、睡眠を
見直してみるの
もいいかもしれ
ませんね。

医事課　今里 梨果
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